
讀
者
の
領
分

意注

長
文
及
水
彩
畫
に
無
關
係
の
も
の
は
御
斷
り
。

◎
印
は
編
者
の
答
。
投
書
の
要
點

の
み
を
掲
ぐ

■
春
鳥
會

々
員
組
織
大
賛
成
、
條

件
附

に
て
可
成

鞏
固
な
る
圍
躰

と
さ
れ
た
く
希
望

致
候
(
土
筆
生

)

■
親
愛
な

る
『
み
づ

ゑ
』
讀
者
諸

君
よ
水
彩
畫

の
ス

ケ
ッ
チ
交
換
を
願
ま
す
。
未

熟
な

が
ら

一
々
答
禮

致
し
ま
す
(
津
市

大
門
町
伊
藤
方
春
山
生
)■
洋
畫

講
義
録

の
見
本
を
注
文
し
た

が
送

つ
て
來

な
い
。

は
が
き
で
催

促
し
て
も
其

儘
で
あ
る
。
吾

が

『
み

づ
ゑ
』
に
あ
の
樣
な
不
信

川
な
廣
告
は
出

さ
ぬ

や

う

に
し
て
貰

い
た

い
(鶯
枝

)◎
何
か
の
間
違
で

せ

う

一
寸
木
田
氏
に
お
注
意
し
ま
す
■
同
好
畫

會
の

展
覽

會
も
よ
い
が

お
手
本

の
模
寫
陣
列
は
止
め
て

貰

へ
ま

い
か
。
僕
等

に
は
何
の
興
味

も
な

い

(
玄

人
が
り
生

)
■
1
水

彩
畫
階
梯

は
何
頁
で
何

程
の

判
で
す

か
2
『
み
づ
ゑ
』
文
中
に
挿
ん
で
あ
る
寫
眞

版
も
軈

て
は
着
色
版
に
願

ひ
ま
す
3
丸
山
先
生
は

雜誌
を

出
さ
れ
る
筈
で
す

が
本
誌
と
合
同
し
て

ヨ

リ
大
な
る
も
の
を
出

し
て
は
如
何
で
す

(
長
野
善

光
寺
生

)
◎

1
菊
判
半
截

形

二
百
五
十
八
頁
の
惣

ク
ロ
ー
ス
で
美
し

い
本
で
す
。
2
近
き
將
來
に
は

見
込

が
あ
り
ま

せ
ん
。
3
未
定
で
す
■
會
員
組
織

一
日

も
早
く
御
實
行
あ
り
た
し
、
併
し
繪

て
試
驗

さ
れ
て
は
到
底
覺
束

な
い
の
で
す
か
ら
其
邊
は
然

る
べ
く
(
高
松
、
久
保
生

)◎
水
彩
畫

に
熱
心
で
志

想
の
堅
固
な
方
な
ら
現
在
繪

が
御
上
手
で
な
く
と

も
會
員
と
な

つ
て
頂
け

る
樣

に
致
し
ま
す
■

1
大

下
先
生

の
水
彩
風
景
繪

葉
書

の
多
摩
川
及
東
海
道

は
ま
だ
發

行
さ
れ
ま

せ
ん
か

2
三
宅
先
生
の
水
彩

十

二
ヶ
月
の
題
名
が
不
明
で
す
が
御
承
知
な
ら
知

ら
し
て
下
さ
い
(
長
崎
水
彩
狂
)
◎
1
一昨

年

一
月
出

版

に
な
り
ま
し
た
が
直
ぐ
賣

切
れ

て
再
版
は
出
來

ま

せ
ん
。
2
只
今
手
元

に
其
繪

葉
書

が
あ
り
ま

せ

ん
か
ら
御
答
が
出
來

ま
ん
■
會
員
組
織

の
實
行
を

希
望

し
ま
す
□

大
下
先
生
の
畫
帖
は
ま
だ
出
ま
せ

ん
か
(
九
萬

人
)◎
畫

帖
は
廣
告

に
あ
る
通
り
で
す

■
鉛
筆
畫

の
素
養
な
き
も
の
は
水
彩
畫
を
學

ぶ
の

資
格
な
き
な
り
と
有

之
候

が
、
鉛
筆
畫

は
夜
分
燈

火

の
下
に
て
習

ひ
得
べ
く
候
哉
(
野
琴
生
)
◎
『
み

づ

ゑ
』
第

四
夜

の
稽
古

と
い
ふ
消
息
文
を
御
覽

下

さ
れ
應
用
致
さ
れ
度
候
■
『
み
づ
ゑ
』
第
六
は
目

の

醒
む
る
や
う
で
あ
る
、
あ
ん
な
立
派
な
雜

誌
を
出

し
て
下

さ
る
編
者
諸

君
に
心
か
ら
心
か
ら御
禮
申
上

ま
す
(
芝
枯
峯
)■
『
み

づ
ゑ
』
の
栢
亭
先
生
の
御
説

は
面
白
く
拜

見
し

ま
す
希

く
は
先
生
の
水
彩
畫

も

時

々
御
掲
出
下

さ

い
(本

郷
淡
風
生

)■
前
號
に
正

覺
山
氏
が
和
歌
俳
句
を
入
れ
る
事

を
主
張
さ
れ
ま

し
た
が
私
は
大
反
對

。
若
し
そ
の
や
う
な
余
白
が

あ
る
な
ら
少
し
で
も
有
益
な
記
事
を
載

せ
て
下
さ

い
(
南
都

奥
山
生
)■
『
み
づ
ゑ
』
に
和
歌

や
俳
句

や

を
入
れ

る
こ
と
は
カ

ッ
ト
代
り
位

に
し

て
下
さ

い

月
刋

ス
ケ
ツ
チ

の

や
う
に
な

つ
て
は

困

り
ま
す

(
廣
島
岡
田
生

)
■
畫
家

一
ケ
月
の
収
入
は
大
低
何

程
位
で

せ
う
か
、
こ
の
間
は
將
來
畫

家
に
な
ら
う

と
思
ふ
人
は
皆
其
答
を
望
む
で

せ
う

(
石
見
孤
崖

生

)
■

日
本
畫

家
は
知
り
ま

せ
ん

、
洋
畫

家
で
中

學
程
度
の
教
師
は

一
ヶ
月

二
十
圓
か
ら
四
十
圓
位

迄

場
處

に
よ

つ
て
相
違
が
あ
り
ま
す
、
新
聞
杜

へ

出

て
二
十
五
圓

か
ら
五
六
十
圓
迄
但
何

れ
も
修
養

の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。
書

店
の
依
頼
物
で
版
下

を
描
く
の
は
割
合
に
収

入
が
多
く
あ
り
ま
す
が
是

は
其
人

の
人
氣
(
敢
て
技
倆

と
は
申
ま

せ
ん
)
に
よ

り
ま
す
、
肖

像
畫
で
は
世
渡
り

の
上
手
な
先
生
が

多
分
の
収
入
を
得

る
そ
う
で
す
。
眞
面
目
な
風
景

や
人
物

の
眞

の
畫
を
描

い
て
ゐ
る
の
で
は
滅
多
に

依
頼

は
な
く
、
よ
ほ
ど
の
大
家
に
な
ら
な
け
れ
ば

収
入
皆
無
と
申

の
が
畫

家
の
眞
相
で
あ
り
ま
す
■

秋
の
た
よ
り

の
續
稿
を
早

く
出
し
て
頂
載

(
彩
花

女
史
)
■

1
早
く
自
筆
畫

の
添
削
批
評
を
受
け
た

く
候

。
2
反
對
色

の
重
な
る
も
の
を
示
さ
れ
た
く

候

。
3
初
學
者

の
練
習

に
適
す
る
彩
色
畫

を
挿

入

さ
れ
度
候
。
4
寫

生
道
具
の
製
法
を
示
さ
れ
度
候
。

5
寫

生
の
み
に
て
は
同
じ
も
の
二
枚
斗
り
描

か
ね

ば
繪

に
な
り
不
申
夫
に
て
も
後
に
は
上
達
可
致
候

哉
。
6
自
筆
畫

の
添
削
を
乞
ふ
時
及
送
る
時

の
手

續
如
何
(
高
鍋
K
生
)◎
1
、
2
會
員
組
織
の
規
則

の
出
來

る
迄
お
待
下

さ
い
。
2
水
彩
畫

階
梯

の
色

彩
論
を
御
精
讀

下
さ
い
。
3

只
今
實
行
中
の
ス
ケ

ツ
チ
の
説
明
で
は
ま
だ
程
度

が
高
過
ま
す
か
。
4

取
調
中
で
す

。
5

一
牧
の
寫
生
で
出
來

上
る

や
う

に

や
つ
て
御
覽

な
さ

い
、
將
來

上
達

の
成
否
は
叮

嚀
勉
強
次
第
で
す
■

『
み
づ
ゑ
』
は
毎
號
玉
泉
堂
か

ら
取

つ
て
ゐ
ま
す

が
な
ん
だ
か
初

め
て
買
た
時
は

丁
度
暗
中
に
燈
火
を
見
出
し
た

や
う
で
し
た

(
足

利
K
、
T
生
)
《以

下
次
號

へ
》


